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地
方
か
ら
の
提
案
に
対
す
る
回
答

～
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
つ
い
て
～

国
土
交
通
省
航
空
局

平
成
３
０
年
１
０
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１
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重点番号31：地方公共団体が実施する災害時飛行を目的とする無人航空機の飛行訓練時の規制の見直し
　　　　　　　　（国土交通省）



１
．
一
次
回
答
を
踏
ま
え
た
提
案
団
体
か
らの
見
解
等

訓
練
に
お
け
る
許
可
・承
認
要
件
に
関
して
、本
市
提
案
に
対
す
る
回
答
（
柔
軟
な
対
応
）
で
申
請
を
行
え
ば
、許
可
・承
認
が

され
る
こと
に
つ
い
て
、「
無
人
航
空
機
の
飛
行
に
関
す
る
許
可
・承
認
の
審
査
要
領
」か
らは
読
み
取
る
こと
が
出
来
ず
、ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
記
載
（
公
表
）
され
て
い
な
い
。ヘ
ル
プ
デ
ス
クに
問
合
せ
した
際
も
、当
該
内
容
を
明
確
に
把
握
して
い
な
い
状
況

で
あ
り、
許
可
・承
認
要
件
が
不
明
確
で
あ
る
。今
後
、許
可
・承
認
要
件
を
明
確
に
す
る
とと
も
に
、事
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
す
る
こと
に
よ
り、
許
可
・承
認
要
件
の
不
明
確
さ
が
多
少
は
解
消
さ
れ
る
と考
え
る
。

ま
た
、提
案
内
容
に
示
した
四
面
を
ネ
ット
で
囲
み
、ロ
ー
プ
等
又
は
機
械
制
御
に
よ
りネ
ット
を
越
え
て
上
空
に
飛
行
しな
い
措

置
を
行
え
ば
、飛
行
範
囲
を
逸
脱
す
る
こと
は
考
え
に
くく
、ネ
ット
等
で
囲
ん
で
い
る
た
め
飛
行
範
囲
内
に
関
係
者
以
外
の
立
入

りが
な
く、
第
三
者
へ
の
危
害
も
考
え
に
くい
。当
該
措
置
に
よ
る
安
全
性
は
、四
面
及
び
上
部
が
ネ
ット
で
囲
ま
れ
て
い
る
状
況
と同

じで
あ
る
こと
か
ら、
本
市
の
提
案
に
よ
る
飛
行
方
法
で
あ
れ
ば
、許
可
・承
認
手
続
き
に
よ
り安
全
性
を
確
認
す
る
必
要
は
な
い
と考

え
る
とと
も
に
、将
来
的
に
は
本
提
案
内
容
の
飛
行
に
限
って
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

提
案
団
体
か
らの
見
解

人
口
集
中
地
区
の
屋
外
で
あ
って
も
、四
方
や
上
部
が
ネ
ット
等
で
囲
わ
れ
て
い
る
場
合
は
屋
内
とみ
な
され
、航
空
法
第
13
2条

に
基
づ
く許
可
が
不
要
とな
る
こと
を
踏
ま
え
、四
方
が
ネ
ット
等
で
囲
わ
れ
、か
つ
飛
行
の
高
さ
を
制
限
す
る
措
置
を
講
じて
い
る
場

合
に
は
、市
町
村
等
の
行
政
主
体
の
事
務
遂
行
上
必
要
とさ
れ
る
訓
練
に
つ
い
て
、許
可
を
不
要
とす
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

提
案
団
体
の
市
域
の
大
半
は
人
口
集
中
地
区
で
あ
る
た
め
、許
可
を
受
け
て
い
な
い
操
縦
者
の
訓
練
場
所
の
確
保
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
とこ
ろ
、提
案
団
体
に
限
らず
、そ
の
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と考
え
られ
る
た
め
、公
的
機
関

に
よ
る
災
害
時
訓
練
の
円
滑
な
実
施
を
可
能
とす
る
観
点
か
ら
、飛
行
禁
止
区
域
で
の
許
可
の
あ
り方
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 どの
よう
な
条
件
下
で
あ
れ
ば
10
時
間
以
上
の
飛
行
経
験
を満
た
さな
くて
も許
可
・承
認
を受
け
るこ
とが
可
能
な
の
か
等
に
つ
い
て
、

これ
ま
で
に
行
った
許
可
・承
認
の
事
例
を
類
型
化
して
公
表
す
る
等
の
方
法
に
よ
って
明
確
化
して
い
た
だ
きた
い
。

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
らの
主
な
再
検
討
の
視
点
（
重
点
事
項
）

2
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２
．
航
空
局
の
対
応

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
け
る
事
例
の
公
表
に
つ
い
て

・
第
１
次
回
答
を
踏
ま
え
た
提
案
団
体
か
らの
見
解
に
あ
る
とお
り、
柔
軟
な
対
応
を
行
った
具
体
事
例
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こと
に
よ
り、
幅
広
く周
知
して
い
くこ
とと
し
た
い
。

○
四
面
を
ネ
ット
で
囲
み
ロー
プ
又
は
機
械
制
御
に
よ
り高
さ制
限
を
行
う場
合
の
飛
行
に
つ
い
て
の

許
可
承
認
手
続
不
要
に
つ
い
て

・
四
面
及
び
上
部
を
ネ
ット
で
囲
ん
だ
場
合
に
は
、屋
外
と物
理
的
に
隔
離
され
て
い
る
こと
か
ら屋
内
とみ
な
せ
、従
来

よ
り航
空
法
の
適
用
外
とな
って
い
る
が
、御
提
案
に
あ
る
よ
うな
上
面
が
空
い
て
い
る
場
合
に
は
屋
内
とみ
な
す
こと

が
で
き
な
い
た
め
、航
空
法
の
適
用
外
とは
な
ら
な
い
。

・
ドロ
ー
ンは
一
般
的
に
垂
直
方
向
の
運
動
特
性
に
優
れ
て
お
り、
市
販
さ
れ
て
い
る
比
較
的
安
価
な
も
の
で
も
、有

人
航
空
機
が
飛
行
す
る
高
さ
ま
で
飛
行
で
き
る
性
能
を
備
え
て
い
る
（
限
界
高
度
：
５
～
６
，
０
０
０
ｍ
程
度
）
。

この
た
め
、四
面
を
ネ
ット
で
囲
ん
で
い
た
とし
て
も
上
面
が
空
い
て
い
る
場
合
に
は
、機
体
に
異
常
が
発
生
した
際
に
ド

ロー
ンが
ネ
ット
を
超
え
て
周
辺
の
人
や
物
件
等
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う適
切
な
高
度
制
限
を
行
う必
要
が
あ
る
が
、

仮
に
ロ
ー
プ
や
機
械
制
御
等
に
よ
る
方
法
を
講
じた
場
合
で
も
、そ
の
信
頼
性
や
性
能
は
一
様
で
は
な
い
こと
か
ら
、

そ
の
適
切
性
に
つ
い
て
安
全
審
査
を
行
う必
要
が
あ
る
。

対
応
方
針
等
（
案
）
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（
参
考
）
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
時
の
条
件
の
緩
和

地
方
公
共
団
体
が
災
害
時
等
に
飛
行
させ
る
こと
を
目
的
に
行
う無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は
、人
口
集
中
地
区
で
も

フェ
ン
ス
等
で
囲
ま
れ
た
場
所
で
、安
全
を
確
保
し、
か
つ
無
人
航
空
機
の
飛
行
状
況
及
び
周
囲
の
気
象
状
況
等
を
常
に
監
視
で
き

る
補
助
者
の
立
ち
合
い
が
あ
った
場
合
に
限
り、
許
可
を
不
要
とす
る
こと
。

ま
た
、災
害
時
の
飛
行
を
目
的
とす
る
無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
に
係
る
許
可
・承
認
に
つ
い
て
は
、必
要
な
飛
行
時
間
の
実
績
を

短
くす
る
こと
。

地
方
公
共
団
体
が
求
め
る
措
置

航
空
法
第
１
３
２
条
の
３
の
規
定
に
お
い
て
、公
的
機
関
等
が
捜
索
・救
難
な
どの
た
め
に
無
人
航
空
機
を
飛
行
す
る
場
合
に
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
・承
認
が
不
要
とし
て
い
る
が
、こ
れ
は
、人
命
又
は
財
産
の
保
護
の
観
点
か
ら
緊
急
性
が
あ
る
場
合
に
は
、許

可
・承
認
に
係
る
手
続
き
を
行
う暇
が
無
い
こと
に
鑑
み
、特
例
とし
て
適
用
除
外
とす
る
も
の
で
あ
る
。公
的
機
関
で
あ
って
も
無
人
航

空
機
に
よ
る
事
故
等
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こと
を
踏
ま
え
れ
ば
、い
た
ず
らに
特
例
の
対
象
を
拡
大
す
る
こと
は
不
適
当
で
あ
り、
訓
練
な
ど

緊
急
性
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、許
可
・承
認
の
手
続
き
に
お
い
て
安
全
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

しか
しな
が
ら、
人
口
集
中
地
区
上
空
に
お
け
る
飛
行
等
の
許
可
・承
認
が
必
要
な
場
合
に
あ
って
も
、例
え
ば
あ
らか
じめ
決
まっ
た
場

所
に
お
い
て
訓
練
な
どの
同
様
の
飛
行
を
行
う場
合
に
は
１
年
間
の
包
括
許
可
・承
認
を
行
った
り、
操
縦
者
に
１
０
時
間
以
上
の

飛
行
経
験
が
な
くて
も
１
０
時
間
以
上
の
飛
行
経
験
を
有
した
監
督
者
の
下
で
飛
行
を
行
うこ
と等
を
条
件
とし
て
許
可
・承
認
を
行

うな
ど、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
柔
軟
な
対
応
を
実
施
して
お
り、
既
に
そ
の
実
績
も
あ
る
。

した
が
って
、今
回
御
提
案
い
た
だ
い
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、個
別
に
御
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
現
行
制
度
下
に
お
い
て
も
対
応
可
能
で
あ
る
。

提
出
して
い
る
一
次
回
答

4
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第
34
条
の
８
の
２

市
町
村
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、

条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
基
準
は
、
児
童
の

身
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
な
発
達
の
た
め
に
必
要
な
水
準
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②
市
町
村
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事

す
る
者
及
び
そ
の
員
数
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と

し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

③
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う
者
は
、
第
一
項
の
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

1

児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
16
4号

）
（
抄
）

5

重点番号４：放課後児童クラブに係る「従うべき基準」等の見直し（厚生労働省）




<主
な
基
準
>

※
職
員
の
み
従
う
べ
き
基
準
（
他
の
事
項
は
参
酌
す
べ
き
基
準
）

○
専
用
区
画
（
遊
び
・
生
活
の
場
と
し
て
の
機
能
、
静
養
す
る
た
め
の

機
能
を
備
え
た
部
屋
又
は
ス
ペ
ー
ス
）
等
を
設
置

○
専
用
区
画
の
面
積
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね
1
.6
5
㎡
以
上

○
放
課
後
児
童
支
援
員
を
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
２
人
以
上
配
置
（
う

ち
１
人
を
除
き
、
補
助
員
の
代
替
可
）

○
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
は
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
等
（
「
児

童
の
遊
び
を
指
導
す
る
者
」
の
資
格
を
基
本
）
で
あ
っ
て
、
都
道
府

県
知
事
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
者

※
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
者

に
、
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む

○
土
、
日
、
長
期
休
業
期
間
等
（
小
学
校
の
授
業
の
休
業
日
）

→
原
則
１
日
に
つ
き
８
時
間
以
上

○
平
日
（
小
学
校
授
業
の
休
業
日
以
外
の
日
）

→
原
則
１
日
に
つ
き
３
時
間
以
上

※
そ
の
地
方
に
お
け
る
保
護
者
の
労
働
時
間
、
授
業
の
終
了
時
刻
等
を
考
慮
し
て

事
業
を
行
う
者
が
定
め
る

○
原
則
１
年
に
つ
き
25
0
日
以
上

※
そ
の
地
方
に
お
け
る
保
護
者
の
就
労
日
数
、
授
業
の
休
業
日
等
を
考
慮
し
て
、

事
業
を
行
う
者
が
定
め
る

○
一
の
支
援
の
単
位
を
構
成
す
る
児
童
の
数
（
集
団
の
規
模
）
は
、

お
お
む
ね
40
人
以
下

○
支
援
は
、
留
守
家
庭
児
童
に
つ
き
、
家
庭
、
地
域
等
と
の
連
携
の
下
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
主
体
的
な
遊
び
や
生
活
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
児

童
の
自
主
性
、
社
会
性
及
び
創
造
性
の
向
上
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

確
立
等
を
図
り
、
も
っ
て
当
該
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

支
援
の
目
的

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
５
条
）

職
員

（
従
う
べ
き
基
準
）
（
第
10
条
）

開
所
日
数

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
18
条
）

開
所
時
間

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
18
条
）

児
童
の
集
団
の
規
模

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
10
条
）

設
備

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
９
条
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
2
6年

厚
生
労
働
省
令
第
6
3
号
）

概
要

○
非
常
災
害
対
策
、
児
童
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
、
虐
待
等
の
禁
止
、
衛
生
管
理
等
、
運
営
規
程
、
帳
簿
の
整
備
、
秘
密
保
持
等
、
苦
情
へ
の
対
応
、

保
護
者
と
の
連
絡
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
事
故
発
生
時
の
対
応

な
ど

そ
の
他

（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
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（
趣
旨
)

第
１
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
16
4号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
3
4条

の
８
の
２
第
２
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一
法
第
34
条
の
８
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
法
第
６
条
の
３
第

２
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
員

数
に
つ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基

準
第
10
条
(
第
４
項
を
除
く
。
)
及
び
附
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

二
法
第
34
条
の
８
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び

そ
の
員
数
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基
準

こ
の
省

令
に
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
以
外
の
も
の

２
・
３

（
略
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
26
年
厚
生
労
働
省
令
第
6
3号

）
（
抄
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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第
10
条

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
ご
と
に
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
放
課
後
児
童
支
援
員
の
数
は
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
２
人
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
１
人
を
除
き
、
補
助
員
（
放
課
後
児
童
支
援

員
が
行
う
支
援
に
つ
い
て
放
課
後
児
童
支
援
員
を
補
助
す
る
者
を
い
う
。
第
５
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
保
育
士
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
25
年
法
律
第
10
7号

）
第
12
条
の
４
第
５
項
に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
内
に
あ
る
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
保
育
士
又
は
当
該
事
業
実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
）
の
資
格
を
有
す

る
者

二
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者

三
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）
の
規
定
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
18
年
勅
令
第
36
号
）
に
よ
る
中
等
学

校
を
含
む
。
）
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
同
法
第
90
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
若

し
く
は
通
常
の
課
程
に
よ
る
12
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修

了
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
者
（
第
９
号
に
お
い
て
「
高
等
学
校

卒
業
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
も
の

四
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
14
7号

）
第
４
条
に
規
定
す
る
免
許
状
を
有
す
る
者

五
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
７
年
勅
令
第
38
8号

）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、

心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

六
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す

る
学
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
で
単
位
を
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
者

七
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
攻

す
る
研
究
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

八
外
国
の
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
ら

に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

九
高
等
学
校
卒
業
者
等
で
あ
り
、
か
つ
、
２
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
市
町

村
長
が
適
当
と
認
め
た
も
の

十
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
た
も
の

6

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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※
第
10
条
の
続
き

４
第
二
項
の
支
援
の
単
位
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け
る
支
援
で
あ
っ
て
、
そ
の
提
供
が
同
時
に
一
又
は
複
数
の
利
用
者
に

対
し
て
一
体
的
に
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
、
一
の
支
援
の
単
位
を
構
成
す
る
児
童
の
数
は
、
お
お
む
ね
四
十
人
以
下
と
す
る
。

５
放
課
後
児
童
支
援
員
及
び
補
助
員
は
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
専
ら
当
該
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

利
用
者
が
二
十
人
未
満
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
で
あ
っ
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
う
ち
一
人
を
除
い
た
者
又
は
補
助
員
が
同

一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、
施
設
等
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

附
則
第
２
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
10
条
第
３
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
修
了
し

た
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
修
了
し
た
も
の
（
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

7
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１
．
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）の
理
解

（
4
.5
時
間
・
9
0
分
×

3
）

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
目
的
及
び
制
度
内
容

②
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
一
般
原
則
と
権
利
擁
護

③
子
ど
も
家
庭
福
祉
施
策
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

２
．
子
ど
も
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

(6
.0
時
間
・
9
0
分
×
4
）

④
子
ど
も
の
発
達
理
解

⑤
児
童
期
（
６
歳
～
１
２
歳
）の
生
活
と
発
達

⑥
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解

⑦
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解

３
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
子
ど
も
の
育
成
支
援

（
4
.5
時
間
・
9
0
分
×
3
）

⑧
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
ど
も
の
育
成
支
援

⑨
子
ど
も
の
遊
び
の
理
解
と
支
援

⑩
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成
支
援

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
保
護
者
・学

校
・地

域
と
の
連
携
・協

力
（
３
時
間
・
9
0
分
×

2
）

⑪
保
護
者
と
の
連
携
・
協
力
と
相
談
支
援

⑫
学
校
・
地
域
と
の
連
携

５
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
安
全
・
安
心
へ
の
対
応

（
３
時
間
・
9
0
分
×
2
）

⑬
子
ど
も
の
生
活
面
に
お
け
る
対
応

⑭
安
全
対
策
・
緊
急
時
対
応

６
．
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
・
機
能

（
３
時
間
・
9
0
分
×
2
）

⑮
放
課
後
児
童
支
援
員
の
仕
事
内
容

⑯
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
管
理
と
運
営
主
体
の
法
令
の
遵
守

合
計

２
４
時
間
（１
６
科
目
）

「
職
員
の
資
質
向
上
・
人
材
確
保
等
研
修
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
30
年
７
月
30
日
子
発
0
7
30
第
２
号
）

別
添
５

放
課
後
児
童
支
援
員
等
研
修
事
業
実
施
要
綱

Ⅰ
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
事
業
（
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
（
抄
）

8

別
紙

放
課
後
児
童
支
援
員
に
係
る
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
の
項
目
・科
目
、
時
間
数
、
ね
ら
い
、
主
な
内
容
及
び
講
師
要
件
等
（抄
）
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１
．
目
的

平
成
24
年
８
月
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の
成
立
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
て
市
町
村
が
条
例
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
基
準
の
内
容
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
に
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
を
設
置
。

２
．
検
討
し
た
事
項

（
１
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準
に
つ
い
て

（
２
）
そ
の
他

３
．
開
催
実
績

・
平
成
25
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で
に
、
計
７
回
開
催

・
平
成
25
年
12
月
に
「
中
間
取
り
ま
と
め
」

・
平
成
29
年
11
月
に
「
放
課
後
児
童
対
策
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
に
改
組

社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」

委
員
（平
成
25
年
12
月
25
日
時
点
）

※
◎
は
委
員
長

氏
名

所
属

石
崎

昭
衛

新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町
保
健
福
祉
課
長

尾
木

ま
り

有
限
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
イ
ン
ク
子
ど
も
の
領
域
研
究
所
所
長

◎
柏
女

霊
峰

淑
徳
大
学
総
合
福
祉
学
部
教
授

川
綱

新
二

文
京
区
柳
町
児
童
館
館
長

齋
藤

紀
子

横
浜
市
こ
ど
も
青
少
年
局
青
少
年
部
放
課
後
児
童
育
成
課
長

笹
川

昭
弘

松
戸
市
子
ど
も
部
子
育
て
支
援
課
長

中
川

一
良

公
益
社
団
法
人
京
都
市
児
童
館
学
童
連
盟
常
務
理
事
、
健
全
育
成
・子
育
て
支
援
統
括
監

野
中

賢
治

鎌
倉
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

堀
内

智
子

静
岡
県
健
康
福
祉
部
理
事
（少
子
化
対
策
担
当
）

松
村

祥
子

放
送
大
学
教
授

吉
原

健
社
会
福
祉
法
人
東
京
聖
労
院
参
与

9
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（
１
）調

査
の
趣
旨

「
平
成

2
9
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」（
平
成

2
9
年

1
2
月
2
6
日
閣
議
決
定
）を
踏
ま
え
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
係
る
「従

う
べ
き
基
準
」に
つ
い
て
、
全
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）の
実
態
を
把

握
す
る
も
の
。
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
と
内
閣
府
地
方
分
権
推
進
事
務
局
と
が
共
同
で
実
施
。

（
２
）調

査
の
対
象

全
市
区
町
村
を
対
象
に
実
施
。
な
お
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
当
が
、
地
方
分
権
の
担
当
と
回
答
に
つ
い
て
協

議
を
し
た
上
で
提
出
し
て
頂
く
よ
う
依
頼
。

（
３
）調

査
の
時
期

３
月
2
7
日
～
４
月

1
6
日

（
４
）回

答
数

1
,6
7
4
自
治
体
か
ら
回
答
（
全
市
区
町
村
数

1
,7
4
7
の
9
6
％
）（
平
成
3
0
年
４
月
2
6
日
現
在
）

Ｑ
１
義
務
と
し
て
い
る
放
課
後
児
童
支
援
員
研
修
の
受
講
が
負
担
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
つ
き
、
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
も
の
は
何
か
。

（
複
数
回
答
可
）

Ａ
○
義
務
化
を
や
め
る
べ
き

3
2
.1
％

○
保
育
士
や
教
員
免
許
資
格
者
へ
の
研
修
免
除
や
科
目
免
除
の
拡
大

5
1
.4
％

○
他
の
研
修
（自

治
体
が
実
施
す
る
も
の
）な
ど
を
柔
軟
に
認
め
る

3
6
.7
％

○
研
修
方
法
の
工
夫
（
通
信
教
育
、
e
-
le
ar
ni
ng
な
ど
）

3
2
.3
％

※
１
）研

修
に
関
し
、
自
由
記
載
欄
に
書
か
れ
た
も
の
の
例

研
修
の
定
員
が
少
な
く
、
希
望
日
時
に
受
講
が
困
難
。
／
研
修
時
期
や
開
催
場
所
に
偏
り
が
あ
る
。
／
日
時
の
短
縮
化
／

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
な
い
日
時
や
時
間
帯
で
の
研
修
実
施
／
全
員
が
研
修
を
受
講
で
き
る
よ
う
経
過
措
置
期
間
を
延

長
／
「
２
年
以
上
」と
し
て
い
る
実
務
経
験
期
間
の
短
縮
／
職
員
の
急
な
離
職
な
ど
が
起
き
た
場
合
の
特
例
措
置
の
創
設

等

※
２
）こ
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
支
援
員
等
資
質
向
上
研
修
の
受
講
者
、
２
年
以
上
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
し
て
い
る
者
、
児
童
厚
生

員
等
に
つ
い
て
放
課
後
児
童
支
援
員
研
修
の
受
講
を
不
要
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
措
置
が
必
要
か
と
い
う
質
問
に
は
、
「
一
定
期
間

以
上
の
実
務
経
験
が
必
要
」と
答
え
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

１
．
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
関
係

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
「
従
う
べ
き
基
準
」
に
関
す
る
実
態
調
査

①
調
査
の
概
要

（
平
成
30
年
５
月

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
）

②
調
査
の
主
な
結
果

1
0
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Ｑ
３
児
童
の
登
録
人
数
と
来
所
人
数
の
ず
れ
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

Ａ
登
録
人
数
と
来
所
人
数
の
ず
れ
が
あ
る

7
5
.2
％

Ｑ
４
土
日
は
、
平
日
に
比
べ
来
所
人
数
が
ど
の
程
度
減
少
す
る
か
。

Ａ
２
割
以
下
に
減
少

4
5
.2
％

５
割
～
２
割
程
度
に
減
少

3
5
.6
％

1
0
割
～
５
割
程
度
に
減
少

9
.0
％

Ｑ
５
平
日
の
1
8
時
以
降
は
、
そ
れ
以
前
の
時
間
帯
と
比
べ
て
児
童
数
は
ど
の
程
度
減
少
す
る
か
。

Ａ
２
割
以
下
に
減
少

3
8
.4
％

５
割
～
２
割
程
度
に
減
少

3
4
.9
％

1
0
割
～
５
割
程
度
に
減
少

8
.1
％

Ｑ
６
放
課
後
子
供
教
室
と
の
一
体
型
や
児
童
館
と
の
連
携
に
よ
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
場
合
の
運
営
方
法
。

Ａ
○
放
課
後
子
供
教
室
や
児
童
館
の
職
員
と
は
別
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
の
み
で
運
営
し
て
い
る
。

4
2
.2
％

○
人
材
不
足
の
た
め
、
放
課
後
子
供
教
室
や
児
童
館
の
職
員
の
や
り
く
り
で
支
援
員
を
確
保
し
て
い
る
。

1
6
.9
％

Ｑ
２
現
行
の
支
援
の
単
位
当
た
り
2
名
の
配
置
を
改
め
、
１
名
配
置
を
可
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
か
。
（複

数
回

答
可
）

Ａ
○
児
童
館
内
の
一
室
を
利
用
し
た
り
、
放
課
後
子
供
教
室
と
の
一
体
型
で
実
施
す
る
場
合
等
、
施
設
全
体
と
し
て
複
数
以
上

の
職
員
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

3
3
.6
％

○
近
接
し
た
施
設
の
職
員
等
が
、
緊
急
時
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
体
制
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

3
0
.5
％

○
近
接
し
た
他
の
施
設
等
の
職
員
が
兼
務
す
る
こ
と
（
現
行
の
2
0
名
未
満
と
同
じ
要
件
）

2
2
.0
％

○
上
記
の
安
全
確
保
の
措
置
と
は
別
に
、
時
間
単
位
で
児
童
数
が
一
定
数
以
下
（
※
）で
あ
る
こ
と

2
8
.7
％

○
上
記
の
安
全
確
保
の
措
置
と
は
別
に
、
児
童
数
が
一
定
数
以
下
（
※
）で
あ
る
こ
と

1
9
.2
％

※
「
一
定
数
以
下
」に
つ
い
て
は
、
約
5
0
％
の
自
治
体
が
「お
お
む
ね

1
0
人
未
満
」
と
考
え
る
と
回
答
。

２
．
放
課
後
児
童
支
援
員
の
人
員
要
件
関
係

1
1
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放
課
後
児
童
支
援
員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

1
2

【
調
査
の
目
的
】

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
で
は
、
国
の
基
準
に
よ
り
、
各
ク
ラ
ブ
に
置
か
れ
る
放
課
後

児
童
支
援
員
（
指
導
員
）
に
つ
い
て
、
①
研
修
の
受
講
、
②
支
援
員
に
な
る
た
め
の
資
格
、
③
支
援

員
２
名
の
配
置
、
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
人
口
減
少
が
進
み
、
支
援
員
の
確
保
が
難
し
い
地
域
も
あ
る
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
継
続
的
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
必
要
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
こ
の
検
討
に
当
た
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
保
護
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
調
査
の
方
法
・
対
象
】

・
地
域
や
自
治
体
の
規
模
を
考
慮
し
て
、
26
市
区
町
村
に
協
力
依
頼
。

・
市
区
町
村
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
３
か
所
程
度
選
定
。

・
平
成
3
0年
10
月
1
2日

・
1
5日

、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
調
査
票
を
送
付
。

・
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
保
護
者
に
回
答
い
た
だ
き
、
回
答
結
果
を
厚
労
省
に
送
付
。
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1
3

【
質
問
票
】

１
．
あ
な
た
の
お
子
様
の
学
年
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
小
学
１
年
生

②
小
学
２
年
生

③
小
学
３
年
生

④
小
学
４
年
生

⑤
小
学
５
年
生

⑥
小
学
６
年
生

２
．
「
放
課
後
児
童
支
援
員
（
指
導
員
）
は
、
研
修
（
※
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
国
が
全
国
一
律
に

基
準
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

※
現
在
、
子
ど
も
の
育
ち
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
制
度
の
他
、
障
害
児
対
応
等
を
内
容
と
し
た
研
修
を
受
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

①
支
援
員
に
は
、
保
育
士
や
教
員
な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
り
、
長
期
間
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
経

験
を
積
ん
で
い
る
方
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方
自
治
体
が
、
研
修
が
必
要
と
判
断
し
た
人
に
対
し
て
、

必
要
な
内
容
の
研
修
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
支
援
員
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
実
務
経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
り
全
員
に
研
修
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
わ
か
ら
な
い
。

３
．
放
課
後
児
童
支
援
員
（
指
導
員
）
を
２
人
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

①
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
複
数
人
は
必
要
で
あ
り
、
２
人
を
全
国
一
律
の
最
低
基
準
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

②
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
３
～
４
人
を
必
ず
置
く
こ
と
や
、
人
材
確
保
が
難
し
い
地
域
や
児
童
数
が
少

な
い
ク
ラ
ブ
で
、
緊
急
時
に
大
人
が
駆
け
付
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
１
人
で
も
良
い
と
す
る
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
地
方
自
治
体
が
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
わ
か
ら
な
い
。

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

15


	各府省説明資料の表紙（第84回）
	資料のみ結合
	31_地方公共団体が実施する災害時飛行を目的とする無人航空機の飛行訓練時の規制の見直し
	【国交省】重点31 地方公共団体が実施する災害時飛行を目的とする無人航空機の飛行訓練時の規制の見直し（本体）

	４_放課後児童クラブに係る「従うべき基準」等の見直し




